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会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し

い
令
和
７
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
本
会
の
事
業

運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
57
年
２
月
に
発
足
し
た
本
会
は
、
平
成
25

年
に
一
般
財
団
法
人
に
移
行
し
、
会
員
の
皆
様
の

互
助
制
度
の
組
織
と
し
て
、
公
共
の
福
祉
及
び
会

員
の
皆
様
方
の
福
利
厚
生
の
向
上
に
寄
与
す
べ
く

逐
次
事
業
内
容
の
充
実
を
図
り
、
皆
様
方
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
の
推
進
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
や
被
用
者
保

険
の
適
用
拡
大
に
よ
り
、
現
在
の
互
助
会
の
現
職

会
員
は
、
２
万
３,
４
０
０
人
余
と
な
っ
て
お
り
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
前
の
令
和
元
年
度

末
と
比
べ
、
約
８,
３
０
０
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
を
構
成
す
る
会
員
の
皆
様
の
大
幅
な
増
加

は
、
掛
金
・
負
担
金
収
入
や
給
付
金
等
の
支
出
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　

互
助
会
事
業
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

ら
収
支
の
動
向
を
注
視
し
、
各
事
業
会
計
毎
に
、

長
期
的
に
安
定
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
事
業
内

容
の
見
直
し
を
含
め
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
公
共
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
会
員
と
ご
家
族
の
皆
様
の
福
利
厚
生
の

推
進
・
向
上
の
た
め
、
役
職
員
一
同
、
努
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方

の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
　
長
　
加
藤
　
　
章
（
東
温
市
長
）

副
会
長
　
武
智
　
邦
典
（
伊
予
市
長
）

副
会
長
　
髙
橋
　
　
靖
（
新
居
浜
市
職
員
）

理
　
事
　
大
城
　
一
郎
（
八
幡
浜
市
長
）

理
　
事
　
西
尾
　
祥
之
（
宇
和
島
市
職
員
）

理
　
事
　
武
田
　
啓
史
（
宇
和
島
市
職
員
）

監
　
事
　
上
村
　
俊
之
（
上
島
町
長
）

監
　
事
　
山
内
　
佑
樹
（
西
条
市
職
員
）

評
議
員
　
徳
永
　
繁
樹
（
今
治
市
長
）

評
議
員
　
佐
川
　
秀
紀
（
砥
部
町
長
）

評
議
員
　
中
村
　
維
伯
（
愛
南
町
長
）

評
議
員
　
井
関
　
文
彦
（
松
山
市
職
員
）

評
議
員
　
久
保
　
竜
児
（
伊
予
市
職
員
）

評
議
員
　
勝
間
　
　
郷
（
内
子
町
職
員
）

評
議
員
　
野
田
　
裕
久
（
愛
媛
大
学
法
文
学
部
教
授
）

評
議
員
　
森
賀
　
俊
二
（
元
新
居
浜
市
職
員
）

評
議
員
　
井
手
　
克
彦
　 

愛
媛
県
市
町
村
職
員

年
金
者
連
盟
会
長

評
議
員
　
曽
根
　
哲
也
　 

愛
媛
県
市
町
村
職
員

共
済
組
合
事
務
局
長

外
職
員
一同

賀
正

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
般
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
村
職
員
互
助
会

会
　
長
　
加 

藤
　 

　
章

年
頭
の

　

ご
あ
い
さ
つ
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こ
の
度
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
役
員
、

評
議
員
の
皆
様
に
は
、
任
期
中
の
ご
尽

力
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

理
　
事
　
石
川
　
勝
行（
前
新
居
浜
市
長
）

理
　
事
　
柿
原
　
稔
広（
西
予
市
職
員
）

監
　
事
　
河
野
　
忠
康（
久
万
高
原
町
長
）

監
　
事
　
喜
井
　
辰
弘（
四
国
中
央
市
職
員
）

評
議
員
　
坂
本
　
浩（
松
野
町
長
）

評
議
員
　
篠
原
　
実（
四
国
中
央
市
長
）

評
議
員
　
酒
井
　
英
生（
砥
部
町
職
員
）

退
任
さ
れ
た
役
員
及
び
評
議
員

評議員
曽根 哲也

副会長
髙橋 靖

評議員
井手 克彦

評議員
野田 裕久

評議員
中村 維伯

評議員
徳永 繁樹

評議員
佐川 秀紀

副会長
武智 邦典

理　事
武田 啓史

評議員
森賀 俊二

理　事
大城 一郎

監　事
上村 俊之

理　事
西尾 祥之

会　長
加藤　章

愛
媛
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
の

任
期
満
了
に
伴
う
組
合
会
議
員
選
挙

等
に
伴
い
、
本
会
の
理
事
２
人
、
評

議
員
３
人
、
監
事
２
人
が
辞
任
と
な

り
、
令
和
６
年
12
月
開
催
の
第
49
回

評
議
員
会（
決
議
の
省
略
）に
お
い
て
、

後
任
の
役
員
及
び
評
議
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

改
選
の
結
果
、
現
在
の
役
員
及
び

評
議
員
は
、
下
記
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
理
事
及
び
監
事
の
任
期
は
、

令
和
８
年
７
月
開
催
の
定
時
評
議
員

会
ま
で
、
評
議
員
の
任
期
は
、
令
和

７
年
６
月
開
催
の
定
時
評
議
員
会
ま

で
に
な
り
ま
す
。

評議員
井関 文彦

評議員
勝間 　郷

監　事
山内 佑樹

評議員
久保 竜児

役
員
・
評
議
員
の
改
選

役
　
員

評
議
員
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知っておきたい !  退職後　の互助会事業
令和

7年１月１日
現在

手続き不要手続き不要 退会記念給付金の請求
「退会記念給付金請求書(別紙様式第11号)」

引き続き加入する

退職の日の前日まで引き続いて
1年以上現職会員である

退職会員の資格を
取得する

引き続く現職会員期間が
６月以上ある※

退職後20日以内に加入申込み
「退職会員・配偶者特別会員資格取
得申出書(別紙様式退第1号)」

手続き不要

退職の日まで引き続いて６月以上現職会員である※

手続き不要 退職医療返還一時金の請求
「退職医療返還一時金請求書(別紙様式退第9号)」

共済グループ保険

未経過分の
保険料を一括前納

集団契約から
個別契約へ

がん保険所属所担当者への申出

給付事業
引き続く現職会員期間が10年以上であり、職員
研修事業助成金の給付を受けていない

退職者医療給付事業
満55歳以上で70歳までの退職者である

厚生事業
共済グループ保険、がん保険の両方orいずれか
に加入している(積立年金は継続不可能)

退　職

【退会記念給付金について】
　現職会員である者が退職（死亡退職を除く。）し
た場合、その者の引き続く現職会員期間が10年
以上あり、かつ、現職会員期間中に職員研修事
業助成金の給付を受けていないときに、現職会
員期間に応じた旅行クーポン券を支給します。
　・10年以上20年未満　20,000円
　・20年以上30年未満　30,000円
　・30年以上　　　　　 40,000円

※ 1年未満の端数があるときは、6月未満
の端数はこれを切捨て、6月以上の端
数はこれを1年に切り上げます。 

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

【退職医療返還一時金について】
　現職会員が退職又は死亡した際に、退職会員の資格取得要件を満たさ
ないとき又は資格取得要件は満たしているが退職会員等となることを希
望しなかったとき、次の①～③に掲げる金額の合算額を給付します。
①平成7年4月1日から平成18年3月31日までの現職会員であった期間の
年数1年につき5,000円を乗じた額

②平成18年4月1日から令和4年3月31日までの現職会員であった期間の
年数1年につき2,000円を乗じた額

③令和4年4月1日以後の現職会員であった期間の年数1年につき1,000
円を乗じた額

〈例 ： 昭和58年4月1日に会員の資格を取得した者が令和６年12月31日
に退職した場合〉

　①5,000円×11年＝55,000円　②2,000円×16年＝32,000円
　③1,000円×3年＝3,000円
　　　　　　　退職医療返還一時金の額①+②+③＝90,000円

【退職者医療給付事業】
　退職会員及び配偶者特別会員が満60歳に達した日から
70歳までの間において医療機関等で診療を受けた場合、
当該医療機関等に支払った保険診療分の一部負担金が１
件につき8,000円（基礎控除額）を超えるとき、その超え
た金額（100円未満切捨て）を給付します。この場合、国
民健康保険等から給付される高額療養費、共済組合等か
ら給付される附加給付及びその他これらに類する制度の
給付を受けた場合、その給付された金額は控除します。
　退職会員等になることを希望する場合は、退職後２０日
以内に加入の申出をし、一時拠出金の払込み（算定式は次
ページを参照）をしていただくことになります。

次ページに、事業内容を掲載して
いますのでご参照ください。

６・７ページに、事業内容を掲載し
ていますのでご参照ください。
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医
療
費（
自
己
負
担
額
）

共済組合から高額療養
費が支給される

国民健康保険又は協会け
んぽから高額療養費が支
給される

共済組合から附加給付
等が支給される
57,600円－25,000円

＝32,600円
互助会から退職医療給付
金を支給
57,600円－8,000円

＝49,600円
互助会から退職医療給
付金を支給
25,000円－8,000円

＝17,000円

自己負担（8,000円） 自己負担（8,000円）

共済組合の任意継続組
合員

国民健康保険又は協会け
んぽの被保険者

（注） 平均標準報酬月額は年度によって変わる場合があります。

〔給付対象外〕
・ 室料差額等の保険適用外のもの（予防接種、健康診断、文書料、室料
差額、自費による歯科治療等）
・ 入院時における食事療養標準負担額
・ 受診時定額負担（特定機能病院及び地域医療支援病院を紹介状なしで
受診）

　給付内容等は収支の状況、地方公務員制度の状況等によって変更する場合がありますが、この場合、変更した内容は現職会員、退職会員にかかわらず適
用されますので、ご了承ください。

区　　　　　分 取　　　　　扱

1
診療を受けた医
療保険制度ごと
に１件

医療保険制度を異にして診療を受け
た場合は、医療保険制度ごとに１件

2 診療を受けた月
ごとに１件

月の初日から末日までの診療について
の１か月を１件

3
診療を受けた医
療機関ごとに１
件

同じ月に医療機関を異にして診療を
受けた場合は、医療機関ごとに１件

4
入院と外来の場
合は、それぞれ１
件

同じ月に同じ医療機関で入院と外来
による診療を受けた場合は、入院、外
来ごとにそれぞれ１件

5
医療機関と保険
薬局とが区別さ
れている場合
は、それぞれ１件

同じ月に診療を受け、診療を受けた医
療機関での処方箋による保険薬局で
薬代を支払った場合は、それぞれ１件

○転居等をした場合や加入する健康保険が変更となった場合など、必要に応じて「退職会員・配偶者特別会員被扶養者異動報告書」をご提出ください。
○現職会員になった場合や脱退・死亡した場合は「退職会員・配偶者特別会員資格喪失申出書兼退職医療脱退一時金請求書」又は「退職会員・配偶者特別会員
資格喪失申出書 兼退職医療死亡弔慰金請求書」をご提出ください。

【参考】 　60歳以上70歳未満の退職会員等が死亡したとき又は脱退したとき(現職会員になったときを含む。）は、死亡日（又は脱退日）の翌日から70歳に達する
までの年数１年（１年未満切捨て）につき10,000円を支給します。

 　なお、資格取得申出をした55歳以上60歳未満の退職会員等が死亡したとき又は脱退したとき（現職会員になったときを含む。）は、一時拠出金相当
額などを給付します。

※添付書類などの保険者番号、被保険者記号番号はマスキングしてください。
※報告書や請求書は互助会ホームページに掲載しています。また、ご連絡いただきましたら送付することも可能ですので、互助会までお問い合わせください。
※請求書の書き方など請求方法については、退職者に係る互助会事業のパンフレットや加入後に送付される「退職者医療給付事業のしおり」、互助会ホームページでご確認ください。

一時拠出金の算定式（令和７年３月３１日以降に退職した方の場合）
※ 令和７年３月３０日までに退職する方の一時拠出金については、計算式が異なるため、互助会ホームページをご確認ください。
〈昭和６１年４月１日以前から現職会員である方が、令和７年３月３１日に６１歳で退職した場合（退職時の標準報酬月額30万円）〉

１件の取扱い等 １件当たりの医療費に係る給付例
〈高額療養費の自己負担限度額が57,600円に該当する方で、直近12か月の高額
療養費該当回数が1～3回の場合〉

一
時
拠
出
金
の
算
定

納付済み掛金率
(A)

平成7年4月から平成18年3月までの掛金払込月数分
の掛金率

1.425
1000　×　132 月　＝　

188.1
1000

納付済み掛金率
(B) 平成18年4月以降の掛金払込月数分の掛金率 0.475

1000　×　228 月　＝　
108.3
1000

一時拠出金
(C)

算定基礎となる標準報酬月額 
300,000 円※　×　  513

1000
　－　（ 188.1

1000
　＋　108.3

1000
 ） 　＝　64,980 円

   （A） （B）
※ 算定基礎となる標準報酬月額は、退職月の掛金の標準となった標準報酬月額又は現職会員の平均標準報酬月額（300,000円）のいず
れか少ない金額です。なお、平均標準報酬月額は年度によって変わる場合があります。

控除額
(D) 5,000 円　×　1 年　＝　5,000 円

退職餞別金
(E)

（5,000 円　×　6 年）　＋　（8,000円　×　3 年）
 　＝　54,000 円

一時拠出金払込額
（Ｃ－Ｄ－E） （C） 64,980 円　－　（D） 5,000 円　－　（E） 54,000 円　＝　5,980 円

25,000円

57,600円

8,000円

現職会員のときは、保険者
が市町村共済組合であれば
請求をしなくても自己負担額
控除（13,000 円）後の金
額が自動的に「医療補助金」
として支給（100円未満切
捨て）されていましたが、退
職会員等になられたら「退
職医療給付金請求書」に領
収書等を添付して、ご自分
で請求する必要があります。

満60歳を超えて資格取得する場合、
一時拠出金から差し引きます。

退職者医療給付事業

知っておきたい !  退職後　の互助会事業

退職会員となった後の届出事項

平成6年10月31日までに現職会員の資格を取得して
いた者は、一時拠出金から退職餞別金を差し引きます。
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　退職された後は、基本的に会員の皆さまと互助会が直接、書類のやり取り等を行いますので、届出事項に変更があった場合は必ずご連
絡ください。
　退職された方から、よくお問い合わせいただく内容について次のとおり掲載していますので、ぜひご参考になさってください。

○退職後の共済グループ保険の取扱い及び令和7年8月案内時に選択することになるコース等一覧表（概要）

登録口座振替（毎月）

令和8年12月頃
加入内容・保険料のご案内

令和9年1月1日

第2回更新

 （注1） 保険料の登録口座振替時には、手数料385円（消費税
10%を含む。）を合わせて振り替えます。

（注2） 複数の制度を継続された場合も手数料は変わりません。
（注3） 登録口座振替ができない月が２か月続くと脱退扱いに

なりますので、ご注意ください。

▼
・保険料登録口座振替

（初回：12月、以後毎月）

種　類 加入条件 加入対象者 加入内容 退職後の保険料等

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険

団体定期保険
退職時に本制度に加入してい
る者が退職した場合で、保険
料を一括前納した者

本人と配偶者
（※こどもの加入は
できません。）

満80歳6か月まで継続加入できます。
次の5コースから選択のうえ、申込み
が必要となります。
・500万円コース　・450万円コース
・250万円コース　・200万円コース
・100万円コース

● 退職（年度末）した年の
未払い保険料（4月～ 12
月分）は、所属所を経由
して一括払込みとなりま
す。一括払込みいただく
ことにより、12月末まで
退職時の保険内容が適用
されます。

　 （団体定期保険、団体定期
保険プラス、医療保障保
険、医療費支援制度、重
病克服支援制度及び傷害
補償プラン）

● 退職した年の翌年以降の
保険料は、登録口座より
毎月の口座振替をします。
また、併せて手数料385
円／月（消費税10%込）
を振り替えます。（初回：
退職した年の12月）

　 （団体定期保険、団体定期
保険プラス、医療保障保
険、医療費支援制度、重
病克服支援制度及び傷害
補償プラン）

団体定期保険プラス
退職時に本制度に加入してい
る者が退職した場合で、保険
料を一括前納し、団体定期保
険に加入の者

本人と配偶者

満80歳6か月まで継続加入できます。
次の各4コースから選択のうえ、申込
みが必要となります。
〔組合員〕
・500万円コース  ・250万円コース
・150万円コース  ・100万円コース
〔配偶者〕
・400万円コース  ・200万円コース
・150万円コース  ・100万円コース

医療保障保険
退職時に本制度に加入してい
る者が退職した場合で、保険
料を一括前納し、団体定期保
険に加入の者

本人と配偶者
（※こどもの加入は
できません。）

退職した年の翌年からも退職時の加入
内容で、満 69歳 6か月まで継続加入
できます。

退職後終身医療保険
（個人契約）

「医療保障保険」に加入してい
る者が満69歳を迎え、退職後
終身医療保険（個人契約）に申
込みをした者
※ 該当者には、明治安田生命
保険相互会社から別途ご案
内します。

本人と配偶者
（※こどもの加入は
できません。）

終身にわたって継続加入できます。
※ 商品内容等については、明治安田生
命保険相互会社の担当部署（担当者）
までお問い合わせください。

医療費支援制度
退職時に本制度に加入してい
る者が退職した場合で、保険
料を一括前納し、団体定期保
険に加入の者

本人と配偶者
（※こどもの加入は
できません。）

退職した年の翌年からも退職時の加入
内容で、満 79歳 6か月まで継続加入
できます。

重病克服支援制度
退職時に本制度に加入してい
る者が退職した場合で、保険
料を一括前納し、団体定期保
険に加入の者

本人と配偶者
退職した年の翌年からも退職時の加入
内容で、満 79歳 6か月まで継続加入
できます。

傷害補償プラン
退職時に本制度に加入してい
る者が退職した場合で、保険
料を一括前納し、団体定期保
険に加入の者

本人と配偶者
（※こどもの加入は
できません。）

退職した年の翌年からも退職時の加入
内容で、満 80歳 6か月まで継続加入
できます。

療養給付プラン
退職時に本制度に加入している者が退職した時点で、脱退の扱いとなり、継続加入はできません。

長期療養給付プラン

●保険料控除証明書は、毎年10月頃にご自宅へお送りします。
●配当金は、毎年2月末に届出口座に送金します。（※保険期間内の中途脱退者及び死亡、高度障害、障害保険金該当者は、配当金
がありません。）
●案内等の日付は、あくまで予定であり前後する可能性があります。
●一覧表に記載のコース等は令和7年募集時の内容等です。令和8年以降、変更の可能性がありますので、更新時に同封されるパ
ンフレット等で最新の内容をご確認ください。
●令和8年1月以降の口座振替及び配当金に係るご案内等は、互助会ではなく業務委託業者である「株式会社　日本共同システム
（NKS）」が事務を取り扱います。【NKS　TEL:0120-129-128】

注
意
事
項

●互助会からの大切なお願い●

加　入　状　況 （令和7年1月1日現在）
区　分 加入者数（人） 保険金等（千円） 月額保険料（円）

がん保険 会　員 645 ― 2,185,093 

共済グループ保険

団体定期保険 組合員・配偶者・子ども 12,786 126,379,000 35,549,316 
ボーナスコース 2,668 23,410,000 28,861,920 

団体定期保険プラス 組合員・配偶者 10,089 73,964,500 11,256,408 
ボーナスコース 1,983 21,645,000 21,587,445 

療養給付プラン 787 64,068 1,686,739 
長期療養給付プラン 23 1,858 65,854 

医療保障保険 組合員・配偶者・子ども 3,582 13,717 6,838,741 
医療費支援制度 組合員・配偶者・子ども 6,313 161,375 2,920,824 

重病克服支援制度（主契約） 組合員・配偶者 4,276 6,206,000 5,616,654 
傷害補償プラン 組合員・配偶者・子ども 993 3,099 966,690 

積立年金 月　払
一般型 187 528口 1,056,000 
個年型 465 1,717口 3,434,000 
計 652 2,245口 4,490,000 

　退職者医療給付事業に加入されている場合は、「退職会員・配偶者
特別会員異動報告書」（別紙様式退第５号）の提出が必要です。当該様
式は互助会ホームページにも掲載していますが、互助会にご連絡いた
だきましたら返信用封筒を同封して送付させていただきます。また、
市外や県外に引っ越された場合は、固定電話の番号が変更となる場合
がありますので、当該報告書に記入をお願いします。できましたら、
固定電話の番号だけでなく、携帯電話の番号もご記入いただければ
幸いです。
　併せて、お近くの郵便局で「転居届」の手続きをお願いします。
　共済グループ保険に加入されている場合は、紙媒体による報告の必
要はありませんが、互助会（退職後２年目からはＮＫＳ等）への電話連絡
が必要です。お電話だけで、住所変更・電話番号変更等に対応させ
ていただきますので、まずは互助会までご連絡ください。

退職後に、引っ越しました。何か手続きはありますか？Q
　団体定期保険、団体定期保険プラス、医療保障保険、医療費支援制度、重病克服
支援制度及び傷害補償プランは、退職時に所属所を経由して未経過保険料を一括前
納していただくことで、退職時と同じコースを保険期間終了（令和７年１２月末）まで継
続できます。ただし、療養給付プラン、長期療養給付プランは退職時点で脱退となり
ます。
　また、翌年については退職者コースへのコース変更手続きを必ずしていただくこと
となります（令和８年１月からの保険は、退職時に加入していたコースの継続はできな
いため、退職時に加入していた保障金額の範囲内で新たにコース選択をしていただく
必要があります）ので、上表の加入内容欄でコース内容をご確認いただき、次年度更
新の案内文書（令和７年８月頃にご自宅あてに送付予定）の中に同封されている「加入
申込書」に必要事項を記入・押印し、互助会までご提出ください。
　なお、令和８年１月以降の更新案内等については、互助会ではなく委託業者である
「株式会社　日本共同システム（ＮＫＳ）」が事務を取り扱いますのでご注意ください。

令和７年３月末で退職する予定です。共済グループ保険は、退職後も継続できま
すか？また、来年も引き続き加入したいのですが、どのような手続きが必要ですか？Q

知っておきたい !  退職後　の互助会事業
令和7年１月１日現在
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　現職のときは、毎月、給料支給時にがん保険に係る保険料が控除され、所属所から互助会に納められていましたが、退職後は、個別契
約へ移行となり口座振替による保険料の引き落としとなります。退職後の手続きについては、下図をご参照ください。
　また、退職時の加入内容で終身加入することができます。

　がん保険（令和６年11月から適用）につきましては、令和６年６月～７月に、共済グループ保険及び積立年金（令和７年１月から
適用）につきましては、令和６年７月～９月にかけて募集いたしました。 
　募集に当たりましては、公務ご多忙の中、格別のご理解とご協力を賜りましたことに厚くお礼申し上げます。 
　引き続き、会員の皆様が在職中のみならず退職後におきましても安心して生活できるよう、また少しでもお役に立てるよう
充実した制度にしたいと考えておりますので、ライフプランをご計画される際には、ぜひご検討ください。 
　ご参考までに、令和７年１月１日現在の共済グループ保険等の加入状況を右表のとおりお知らせします。 

　現職のときは、毎月、給料支給時（賞与支給時含む。）に共済グループ保険に係る保険料が控除され、所属所から互助会に納められて
いましたが、退職した年は、退職時に所属所を経由して未経過分を一括で納めていただいたく必要があります。退職後の手続きについ
ては、下図をご参照ください。また、共済グループ保険は、退職した翌年にコースの変更をしていただく必要があります。退職時に加
入していた保障金額の範囲内でコースを選択いただく（増額や新規コースの追加はできません。）ことになり、継続・脱退にかかわらず、
互助会と直接書類のやり取りをしていただくこととなりますのでご注意ください。
●共済グループ保険の退職継続加入等の流れ（令和7年3月31日退職の場合）●

　退職をもって積立ては終了しますので、加入されている方は、退職の際に一時金あるいは年金として受け取るかを選択してください。
　ア年金受取コース（10年、15年、20年確定年金　・10年、15年、20年保証期間付終身年金)　　　イ一時金受取コース
※ 61歳の方には1月中に、互助会から所属所を経由して積立年金の払込満了のご案内（満了日、予想積立金額と払込保険料額など）をお送りしますので、お受取
方法の参考にしてください。なお、アは、退職時の積立額・払込年数によっては、選択できない場合があります。

登録口座振替（毎月）

令和7年1月1日 令和7年4月1日

令和7年3月31日退職
（令和7年4月1日喪失）

令和7年12月頃
加入内容・保険料のご案内

令和8年8月頃
第2回目更新のご案内

令和8年1月1日

第1回更新

給料から保険料控除 継続する場合は、退職時に保険料一括納付（4月分～ 12月分）

・互助会からご自宅へパンフレット等を送付
▼

〔提出書類・提出先〕
①更新する場合
・加入申込書 ※退職後コースの中から選択
・口座振替依頼書　　　　　　　 　　　⇒ 互助会に提出

②更新しない場合
・加入申込書 ※解約する旨の申出 　　　   ⇒互助会に提出

・ 業務委託業者（㈱日本共同システム（NKS））
からご自宅へパンフレット等を送付

▼
〔提出書類・提出先〕

・加入申込書
　⇒㈱日本共同システム（NKS）に提出
　※ 加入内容に変更がない場合は、提出は不要です。

▼
・保険料登録口座振替

（初回：12月、以後毎月）

令和7年8月頃
第1回目更新のご案内

給料から保険料控除
（集団契約） （個別契約）

口座振替による保険料引き落とし

▼
所属所⇒加入者
• 退職後の意向確認（脱退or継続）
• 継続の場合の保険料の払込方法確認

保険料の払込方法選択
①年払い②半年払い③月払い

南海放送サービス⇒加入者
• 口座振替登録書等を登録住所へ送付
 ⇒南海放送サービス（株）に提出

脱退

継続加入

共済グループ保険について

互助会積立年金について

がん保険について

11月1日契約日の保険商品（当月払い）
・新がん保険Ａ型　　・新がん保険Ｂ型

12月1日契約日の保険商品（前月払い）
・21世紀がん保険　・がん保険フォルテ
・ご契約者のためのがん保険フォルテ
・生きるためのがん保険Days
・生きるためのがん保険Days プラス
・新生きるためのがん保険Days
・新生きるためのがん保険Days プラス
・生きるためのがん保険Days1
・生きるためのがん保険Days1 プラス
・生きるためのがん保険Days1 ALL-in
・生きるためのがん保険Days1WINGS 
・生きるためのがん保険Days1WINGS プラス

①年払い…集団契約より保険料が安くなる。
②半年払い…集団契約より保険料が高くなる。
③月払い…集団契約より保険料が高くなる。
※ 口座振替ではなく「払込書」による保険料の払い込みも可能ですので、ご希望の場合は代理店の南海放送サービス株式会社にお問い合
わせください。

（注1）「半年払い」及び「月払い」をご選択された場合は、集団契約時の保険料より高くなりますのでご注意ください。
（注2）口座振替登録書のご提出時期によっては、数か月分の保険料は所定の「払込書」にて払い込みをお願いすることがあります。

払込方法における注意事項

（例）新がん保険A型加入者
●がん保険の退職継続加入等の流れ（令和7年3月31日退職の場合）●

・保険料控除証明書は、毎年9月にご自宅へお送りします。
・案内等の日付は、あくまで予定であり前後する可能性があります。
【 代理店：南海放送サービス㈱　ＴＥＬ：０１２０－１１１－１３６ 】 

注
意

事
項

厚生事業 ～ 共済グループ保険・がん保険・互助会積立年金 ～

コース
変更の
手続必須

知っておきたい !  退職後　の互助会事業

●がん保険・共済グループ保険の募集結果

令和7年1月1日 令和7年4月1日

令和7年3月31日退職
（令和7年4月1日喪失）
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属
所
か
ら

別
途
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《 

退
職
者
に
係
る
互
助
会
事
業
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
》

　

昨
年
か
ら
、
退
職
時
の
互
助
会
事
業

の
手
続
き
に
係
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
所
属
所
の
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
等
を
ご
活
用

い
た
だ
き
会
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
当
該
パ
ン
フ
レッ
ト
は
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.ehim

ectv.
jp/

）に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
考
に
な
さ
って
く
だ
さ
い
。

と
な
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
ご
計

画
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
退
職
後
に
転
居
さ
れ
る

予
定
の
方
は
、
各
種
申
請
書
に
旧
住
所

及
び
新
住
所（
転
居
予
定
日
）を
記
入
い

た
だ
き
、お
近
く
の
郵
便
局
で「
転
居
届
」

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

可
能
な
限
り
速
や
か
な
給
付
と
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《 
互
助
会
へ
の
振
込
み
に
つ
い
て

振
込
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
》

　

令
和
６
年
10
月
以
降
、
互
助
会
へ
の

各
種
振
込
に
か
か
る
振
込
手
数
料
に
つ
い

て
、
各
金
融
機
関
が
定
め
る
振
込
手
数

料
を
振
込
依
頼
人
様
に
ご
負
担
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆

様
に
は
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

《 

が
ん
保
険
加
入
者
が
退
職
し
た
場
合

の
取
扱
い
に
つ
い
て
》

　

が
ん
保
険
契
約
者
の
方
が
退
職
し
た

場
合
は
、
集
団
契
約
か
ら
個
別
契
約
へ

移
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
保
険
料
の
納

《 
退
職
者
医
療
給
付
事
業
に
係
る
一
時
拠

出
金
の
計
算
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
》

　

令
和
７
年
３
月
31
日
以
降
に
退
職
し

退
職
会
員
等
の
資
格
を
取
得
さ
れ
る
方

か
ら
、
一時
拠
出
金
の
計
算
方
法
が
変
更

と
な
り
ま
す
。
詳
し
い
計
算
方
法
に
つ
い

て
は
、
５
ペ
ー
ジ
に
計
算
例
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
退
職
医
療
給
付
事
業
に
係

る
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
及

び
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.

ehim
ectv.jp/

）を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

《 

ご
退
職
者
様
へ
の
お
願
い
　
退
会
記
念

給
付
金（
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
）に
つ
い
て
》

　

年
度
末
は
退
職
者
及
び
資
格
取
得
者

が
特
に
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
確
認

作
業
等
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
給
付

金
等
の
請
求
を
い
た
だ
い
て
か
ら
給
付
ま

で
に一定
の
日
数
を
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

退
職
さ
れ
る
方
の
中
に
は
、
退
会
記
念

給
付
金（
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
）を
利
用
し

て
、
退
職
後
の
旅
行
を
計
画
さ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
年

度
末
退
職
者
に
係
る
当
該
給
付
金
に
つ

き
ま
し
て
は
６
月
末
以
降
、
順
次
支
給

お

知

ら

せ

互 助 会 の 概 況
（令和6年１１月末現在）

・所 属 所 数  44
・会　員　数 現職会員 23,409 人
 退職会員 1,710 人
・被扶養者数  16,138 人
・平均標準報酬月額 306,940 円

発行所／一般財団法人愛媛県市町村職員互助会　松山市三番町5丁目13番地1　TEL／089-945-4045㈹　編集発行人／玉井　信正

　「犬寄峠の黄色い丘」は、広大な遊休農地を整備して作られた花畑
です。市花である菜の花をはじめ、蝋梅やミモザなど多種の黄色い花
が咲きます。毎年３月に開催されるイヨミモザまつりのほか、野外コンサー
トやホタルの観賞会など、年間をとおして様々な手作りイベントが行わ
れ、多くの方が訪れます。

「犬寄峠の黄色い丘」伊予市


